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水
戸
藩
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藩
主
光
圀
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憂
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ら
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楽
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前
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け
ら
れ
ま
し
た
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今
回
は
、
そ
の
光
圀
公
が
愛
さ
れ
た
お
庭
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 
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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

御
来
園
御
礼 

『花めぐり』特別ガイドツアーの様子 

 6月８日～２３日の『花菖蒲を楽しむ』の期間中は、たくさんの
お客様が、花菖蒲を楽しんで下さいました。 
花菖蒲一同になりかわり、御礼申し上げます。 

 計６回行われた植物研究家の上田良就先生による特別ガイドツ
アーも大人気で 
“誰かに話したくなる情報が、たくさんありました” 
とのお声も頂いております。 
 また６月１３日、１４日の両晩は、日本テレビ「NEWS ZERO」
の中継で、普段は職員でも観る事の出来ない“夜の花菖蒲田”をご
覧頂くことが出来ました。 
 たくさんの御来園、ありがとうございました！ 

  

夏
の
水
辺
を
代
表
す
る

ハ
ス
の
花
、
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月
に
入
り
、

当
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蓮
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も
、
徐
々
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蕾
が
増
え
て
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ま
す
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多
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お
問
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合
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頂
い
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お
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す
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あ
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し
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見
頃
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迎
え
そ
う
で
す
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ヤ
ブ
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ボ
ウ
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が
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園
内
各
所
に
、
ひ
っ
そ

り
と
咲
い
て
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。
日
本

庭
園
ら
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夏
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風
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ぜ
ひ
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楽
し
み
く
だ
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窓
口
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は
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虫
除
け
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ど

も
お
貸
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し
て
い
ま
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ど

う
ぞ
ご
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だ
さ
い
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「
今
日
は
茨
城
か
ら
、
水

戸
様
の
お
庭
を
見
に
来

た
よ
」 

 

水
戸
藩
の
御
膝
元
、
茨

城
方
面
か
ら
お
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し
下

さ
る
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窓
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こ
れ
は
、
今
で
も
地
元

の
皆
様
が
、
代
々
続
い
た

水
戸
の
御
殿
様
を
大
切

に
さ
れ
て
い
る
証
拠
。 

〝
お
国
自
慢
〟
や
〝
郷

土
の
誇
り
〟
と
呼
ば
れ

る
、
誰
か
に
胸
を
は
っ
て

話
し
た
く
な
る
心
の
中

の
宝
物
。 

 

通
天
橋
、
琵
琶
湖
、
木

曽
路
、
鳴
門
、
家
康
、
西

行
、
白
糸
の
滝
、
そ
れ
か

ら
そ
れ
か
ら
・
・
・ 

さ
て
、
あ
な
た
の
ご
自

慢
の
宝
物
は
何
で
し
ょ

う
か
？ 

毎週土曜日 
午前１０時～ 

英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

茨城県水戸市 保和苑(ほわえん) 

 アジサイの名所として親しまれている保和苑は、大悲

山保和院桂岸寺の境内にあり、元禄時代、光圀公がこの
庭を愛されて『保和園』と名付けられたのが始まりとい
われています。 

 昭和初期、地元有志によって、池に築山を配した純日
本庭園に拡張整備され、名前も【保和苑】になりました。 
昭和３０年代にアジサイの植栽が行われ、現在では 

１.５haの園内に約６０種、６,０００株のアジサイが咲
き、水戸のあじさいまつりが盛大に行われます。 

 水戸駅からバスで約１５分、保和苑は水、戸の
歴史を彩る寺社や史跡が集まった“水戸ロマンチ
ックゾーン”と名付けられた場所にあります。 
 水戸藩主代々の崇敬社『水戸八幡宮』、光圀公に
重用され“格さん”のモデルとされる安積澹泊(あ
さ 

小石川後楽園の 

調査修復工事探検隊その① 

 現在、小石川後楽園では【文化財を後
世に引き継ぐ】目的で、調査修復工事が
進行中です。 
 文化財庭園の修復では、通常はご覧い
ただけない“秘密”がイッパイ！ 
 今回のご紹介は、平成２５年度分の工
事もそろそろ終盤を迎えた内庭から。 
石橋のヒミツとは・・・ 

 内庭中心の島に向かって架かる二つの
橋、同じように見えますが、それぞれ工
法が違っています。 

かたんぱく)や、後期水戸学の中心になり、
当園にも石碑の残る藤田東湖(ふじたとう
こ)の墓がある『常盤共有墓地』があります。 
 この時期、境内では青紅葉が美しい『祇
園寺』など、見どころが満載！ 
 訪ねたのはアジサイが見頃を迎えた梅雨
の晴れ間、那珂川から田園を渡り吹いてく
る風で、空気もサラサラ。 
“昨日の雨で洗われて、アジサイがとって
も綺麗だよ。楽しんでって～”お祭り屋台
のお母さん達も、ハリキリモード全開！ 
 お墨付きを貰ったアジサイは、ピカピカ
の青空の下、とっても誇らしげ。 
“わぁ～、本当に気持ちがイイなあ～” 
 

こんな景色もそろそろです！ 

 
唐門跡側→繋目が二か所の『桁橋』 

 

ドーム側→繋目が中心のみの『アーチ橋』 

 このように工法の違いは解っている
のですが、なぜ違う工法なのか？は、ま
だ解明されていません。 
それぞれの職人が技術を競った、との

説もあるそうです。 
また、この二つの橋は島に向かって真

っすぐではなく、軽く“く”の字に架け
られています。これは、この池を中心と
した庭を、より美しく見せるための工夫
です。 
 7月下旬に水が戻る前に、橋のヒミツ
をぜひお確かめください。 

左右で支え、中央部分を上から載せてい
ます。先日まで外されていました！ 

園内の円月橋と同じアーチ工法です。 

小
さ
な
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